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号

平
成
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年
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日
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民
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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
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国
家
公
務
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倫
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運
用
状
況
等
に
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す
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別
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送
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す
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平
成
十
五
年
九
月
九
日
受
領

答
弁
第
一
五
四
号



衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
国
家
公
務
員
倫
理
法
の
運
用
状
況
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
倫
理
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
訓
令
を
定
め
て
い
る
府
省
等
（
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
に
置
か
れ
る
各
機
関
、
内
閣
の
統
轄
の
下
に
行
政
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
機
関
と
し
て
置
か
れ
る
各
機
関
及
び
内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機
関
並
び
に
会
計
検
査
院
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
及
び
当
該
訓
令
の
名
称
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
訓
令
も
、
利
害
関
係
者
の
範
囲
に
関
し
て

定
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
訓
令
の
制
定
及
び
改
廃
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
会
に

報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
一
号
。
以
下
「
倫
理
規
程
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
各
号
の
規
定

に
関
す
る
取
扱
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
訓
令
は
な
く
、
各
府
省
等
は
、
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
（
以
下

「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
照
会
及
び
そ
れ
に
対
す
る
回
答
や
、
こ
れ
ら
の
照
会
及
び
回
答
を
審
査
会
が
取
り
ま
と

め
た
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
事
例
集
等
に
基
づ
き
、
同
項
各
号
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



な
お
、
同
項
第
八
号
に
つ
い
て
、
「
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
第
三
条
第
二
項
第
八
号
の
運
用
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年

十
一
月
一
日
倫
参
－
六
十
二
）
に
よ
り
、
「
職
務
と
し
て
出
席
し
た
会
議
そ
の
他
打
合
せ
の
た
め
の
会
合
」
に
は
職
務
の
遂

行
に
必
要
な
意
見
交
換
、
情
報
収
集
等
を
行
う
た
め
に
出
席
し
た
会
議
そ
の
他
打
合
せ
の
た
め
の
会
合
も
含
ま
れ
る
こ
と
及

び
「
簡
素
な
飲
食
」
に
は
出
席
す
る
職
員
の
職
位
等
に
よ
っ
て
一
万
円
程
度
ま
で
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
の
解
釈
が

審
査
会
か
ら
各
府
省
等
に
通
知
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
警
察
庁
に
お
い
て
「
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
第
三
条
第
二
項
第
八

号
（
簡
素
な
飲
食
）
の
運
用
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
十
一
月
七
日
警
察
庁
丁
人
発
第
六
百
二
十
三
号
）
が
、
総
務
省
に

お
い
て
「
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
第
三
条
第
二
項
第
八
号
の
運
用
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
十
一
月
十
三
日
総
官
秘
第
千

百
三
十
七
号
）
が
、
外
務
省
に
お
い
て
「
国
家
公
務
員
倫
理
法
及
び
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
運
用
方
針
」
（
平
成
十
四
年
十

二
月
二
日
大
臣
官
房
人
事
課
長
通
達
）
が
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
「
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
第
三
条
第
二
項
第
八
号
の
運

用
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
大
臣
官
房
秘
書
課
事
務
連
絡
）
が
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
「
国
家
公
務
員
倫
理

規
程
第
三
条
第
二
項
第
八
号
の
運
用
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日
大
臣
官
房
人
事
課
通
達
）
が
、
海
上
保
安

庁
に
お
い
て
「
倫
理
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日
総
務
部
人
事
課
課
長
補
佐
事
務
連
絡
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
府
省
等
に
お
け
る
具
体
的
な
取
扱
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
倫

二



理
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
訓
令
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
審
査
会
の
同
意
を
得
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

倫
理
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
規
則
を
定
め
て
い
る
特
定
独
立
行
政
法
人
及
び
当
該
規
則
の
名
称
は
、
別
表
第

二
の
と
お
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
規
則
も
、
利
害
関
係
者
の
範
囲
に
関
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
規
則

の
制
定
及
び
改
廃
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
会
に
報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

倫
理
監
督
官
は
、
倫
理
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
各
府
省
等
ご
と
に
一
名
ず
つ
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
職

名
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
基
準
を
設
け
て
い
る
府
省
等
は
な
い
。
な
お
、
倫
理
規
程
第
三
条
第
二
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
、
職

員
は
、
多
数
の
者
が
出
席
す
る
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者
か
ら
飲
食
の
提
供
を
受
け
、
又
は
利
害
関
係
者

と
共
に
飲
食
を
す
る
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

三



倫
理
法
の
制
定
以
降
、
倫
理
規
程
、
倫
理
法
等
に
違
反
し
た
場
合
の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
を
定
め
る
人
事
院
規
則
、
関
連

の
訓
令
及
び
通
達
等
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
改
廃
に
つ
い
て
、
主
要
な
も
の
を
お
示
し
す
る
と
、
別
表
第
四
の

と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
省
庁
等
改
革
、
独
立
行
政
法
人
制
度
の
創
設
、
日
本
郵
政
公
社
設
立
の
た
め
の
法
整
備

等
に
伴
い
所
要
の
改
廃
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
倫
理
法
施
行
前
に
「
行
政
及
び
公
務
員
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復

す
る
た
め
の
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
」
（
平
成
八
年
十
二
月
十
九
日
事
務
次
官
等
会
議
申
合
せ
）
に
基
づ
き
訓
令
と
し
て
制

定
さ
れ
た
各
府
省
等
の
公
務
員
倫
理
規
程
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
倫
理
法
の
施
行
に
際
し
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

各
府
省
等
と
も
、
国
家
公
務
員
倫
理
教
本
そ
の
他
の
審
査
会
が
作
成
し
た
資
料
の
職
員
へ
の
配
布
、
国
家
公
務
員
倫
理
週

間
（
平
成
十
四
年
度
に
創
設
。
十
二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
）
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
の
実
施
等
に
よ
り
、
倫
理
法
等
の
趣

旨
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
審
査
会
が
行
っ
て
い
る
制
度
説
明
会
や
、
人
事
院
が
実
施
し
て
い
る
公
務
員
倫
理
を
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
含
め
た
幹
部
行
政
官
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
各
階
層
別
の
研
修
等
に
、
職
員
を
参
加
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、

倫
理
法
等
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
各
府
省
等
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
主
な
事
項
は
、別
表
第
五
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

四



審
査
会
設
置
以
来
の
会
長
及
び
委
員
の
氏
名
、
職
業
並
び
に
就
任
及
び
退
任
の
年
月
日
は
、
別
表
第
六
の
と
お
り
で
あ
る
。

会
長
及
び
委
員
は
、
い
ず
れ
も
、
人
格
が
高
潔
で
あ
っ
て
、
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
公
正
な
判
断
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
法
曹
界
、
労
働
界
、
学
界
、
経
済
界
等
、
各
々
の
専
門
分
野
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
り
活
躍
し
て
お
り
、

法
律
又
は
社
会
に
関
す
る
豊
か
な
学
識
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
審
査
会
の
会
長
又
は
委
員
と
し
て
適
任
と
考
え
任

命
し
た
も
の
で
あ
る
。

審
査
会
は
、
平
成
十
一
年
十
二
月
三
日
か
ら
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
二
十
五
回
、
平
成
十
二
年
度
に
二

十
八
回
、
平
成
十
三
年
度
に
二
十
五
回
、
平
成
十
四
年
度
に
二
十
四
回
の
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

審
査
会
の
会
議
に
お
い
て
は
、倫
理
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
所
掌
事
務
及
び
権
限
に
係
る
基
本
事
項
を
処
理
し
て
お
り
、

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
倫
理
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
訓
令
又
は
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に

基
づ
く
規
則
を
定
め
る
こ
と
に
対
す
る
同
意
、
倫
理
規
程
の
制
定
に
関
す
る
意
見
の
申
出
、
倫
理
法
等
に
違
反
し
た
場
合
に

係
る
懲
戒
処
分
の
基
準
の
作
成
、
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
す
る
事
項
に
係
る
調
査
研
究
及
び
企
画
（
倫
理
法

等
の
運
用
に
関
す
る
検
討
、
有
識
者
及
び
各
府
省
等
と
の
意
見
交
換
、
有
識
者
や
国
民
各
層
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
）
、

贈
与
等
報
告
書
（
倫
理
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
職
以
上
の
職
員
に
係
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
倫
理
法
第
九
条

五



第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
、
株
取
引
等
報
告
書
及
び
所
得
等
報
告
書
等
の

審
査
、
倫
理
法
等
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
行
為
に
関
す
る
調
査
へ
の
関
与
及
び
懲
戒
処
分
の
承
認
、
職
員
の
職
務
に
係
る

倫
理
の
保
持
を
図
る
た
め
の
監
督
上
必
要
な
措
置
の
要
求
等
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
贈
与
等
報
告
書
に
つ
い
て
は
平
成
十
二
年
度
二
千
六
百
二
十
五
件
、
平
成
十
三
年
度
二
千
三
百
四
十
件
、
平

成
十
四
年
度
二
千
四
百
七
十
六
件
、
株
取
引
等
報
告
書
に
つ
い
て
は
平
成
十
二
年
六
十
件
、
平
成
十
三
年
六
十
九
件
、
平
成

十
四
年
五
十
七
件
、
所
得
等
報
告
書
に
つ
い
て
は
平
成
十
二
年
千
三
百
六
十
件
、
平
成
十
三
年
千
二
百
九
十
九
件
、
平
成
十

四
年
千
三
百
二
十
五
件
の
報
告
の
内
容
に
関
し
、
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
も
の
が
な
い
か
な
ど
の
観
点
か
ら
審

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
倫
理
法
等
に
違
反
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
審
査
会
は
、
倫
理
法
等
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
行
為
に
関
し
、
任
命
権
者
か
ら
調
査
の
端
緒
に
係
る
報
告
を
受

け
、
任
命
権
者
に
対
し
て
調
査
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
調
査
が
行
わ
れ
た
件
数
は
、
平
成
十
二
年
度
八
件
、
平
成
十

三
年
度
十
一
件
、
平
成
十
四
年
度
十
八
件
で
あ
る
。
審
査
会
は
、
調
査
の
開
始
に
つ
い
て
任
命
権
者
か
ら
報
告
を
受
け
る
と

と
も
に
、
調
査
の
経
過
に
つ
き
適
宜
報
告
を
求
め
、
ま
た
、
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
任
命
権
者
が
職
員
に
倫

理
法
等
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
懲
戒
処
分
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
審
査
会
が
そ
の
懲
戒
処
分

六



に
つ
き
承
認
を
行
っ
て
い
る
。
審
査
会
の
承
認
を
得
て
任
命
権
者
に
よ
る
懲
戒
処
分
が
行
わ
れ
た
件
数
は
、
平
成
十
二
年
度

二
件
、
平
成
十
三
年
度
五
件
、
平
成
十
四
年
度
十
一
件
と
な
っ
て
い
る
。

審
査
会
の
予
算
は
、
人
事
院
の
予
算
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
職
員
の
人
件
費
、
光
熱
水
料
等
は
人
事
院
と
一
体
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
、
審
査
会
の
会
議
、
公
務
員
倫
理
に
関
す
る
有
識
者
と
の
懇
談
会
、
倫
理
法
等
の
内
容
の
周
知
、
倫
理
意

識
の
浸
透
を
図
る
た
め
の
行
事
、
公
務
員
倫
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
係
る
予
算
と
し
て
は
、
平
成
十
二
年
度
五

千
九
百
六
十
三
万
四
千
円
、
平
成
十
三
年
度
五
千
四
百
五
十
一
万
八
千
円
、
平
成
十
四
年
度
五
千
二
百
四
十
万
円
、
平
成
十

五
年
度
五
千
百
七
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
当
初
予
算
額
）
。

決
算
は
、
人
事
院
の
決
算
と
一
体
の
も
の
と
し
て
一
括
計
上
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
二
年
度
分
及
び
平
成
十
三
年
度
分
に

つ
い
て
は
国
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
お
り
、
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
一
月
六
日
に
中
央
省
庁
再
編
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
の
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
日
、
国
務
大
臣
等
の
公
職
に
あ
る
者
と
し
て
の
清
廉
さ
を
保
持
し
、
政
治
と
行
政
へ
の
国
民
の
信
頼

を
確
保
す
る
等
の
た
め
、
「
国
務
大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
規
範
」
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
閣
議
決
定
）
を
定
め

七



て
い
る
。

八
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